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村
山
槐
多
の
小
説
「
事
実
乎
小
説
乎
殺
人
行
者
」
、
挿
絵
三
点 

註 

  

〔
註
〕 

 

一
、
村
山
槐
多
著
・
山
崎
省
三
編
『
槐
多
の
歌
へ
る
』
（
ア
ル
ス
、
一
九
二
〇
年
六
月
一
五
日
）
所
載
の 

「
書
簡
集
」
（
五
八
二
～
五
八
三
頁
、
書
簡
の
時
期
は
無
表
記
で
あ
る

）。

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵 

本
の
奥
附
で
は
、
書
名
の
「
槐
」
は
「
塊
」
に
見
え
、
発
行
年
は
「
大
正
九
月マ

マ

」
と
あ
り
、
発
行
日 

は
「
十
五
」
が
手
書
き
で
「
貮
拾
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
引
用
文
に
お
い
て
、
各
段
落
の
冒
頭
に 

一
字
分
の
空
白
が
な
い
の
は
原
文
の
通
り
で
あ
る
。
最
後
の
行
は
冒
頭
に
二
字
分
の
空
白
が
あ
る
と 

判
断
し
た
が
、
微
妙
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
、
村
山
槐
多
『
村
山
槐
多
全
集 

増
補
版
』 

（
彌
生
書
房
、
一
九
九
三
年
三
月
一
〇
日
、
四
一
九
頁
）
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
テ
ク
ス
ト 

に
は
異
同
が
あ
る
。 

 

二
、
旅
行
に
つ
い
て
は
、
「
村
山
槐
多
の
関
連
写
真
二
枚

（「

本
社
主
催
壮
快
旅
行
」）」
（
植
田
智
晴
執

筆
・
発
行
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日
初
稿
発
行
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。 
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三
、
村
山
槐
多
「
坑
内
が
一
等
面
白
つ

マ

マ

た
」

（『

武
侠
世
界
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
武
侠
世
界
社
、
一
九

一
四
年
九
月
一
日
、
三
六
頁
、
左
記
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
参
照

）。 

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/b3-10kuchie/b3-10kuchie.htm


 2 

h
ttp

://w
w

w
.se

k
in

e
sh

o
ji.n

e
t/sh

iry
o
/m

e
ik

a
/sa

k
k

a
/k

a
ita

/h
o
n

sh
a
/h

o
n

sh
a

.h
tm

 

 

四
、
村
山
槐
多
「
事
実
乎
小
説
乎
殺
人
行
者
」

（『

武
侠
世
界
』
第
四
巻
第
五
号
、
一
九
一
五
年
四
月
一

日
、
四
七
頁

）。

他
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、
村
山
槐
多
著
・
山
本
二
郎
編
『
槐
多

の
歌
へ
る
其
後
及
び
槐
多
の
話
』
（
ア
ル
ス
、
一
九
二
一
年
四
月
一
八
日
）
所
載
の
「
殺
人
行
者
」

（
六
六
頁

）、

『
村
山
槐
多
全
集 
増
補
版
』
（
註
一
の
文
献
）
所
載
の
「
殺
人
行
者
」
（
二
〇
八

頁
）
で
あ
る
。
な
お
、
前
者
の
文
献
は
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
本
を
参
照
し
た
。
同
蔵
本
で
は
、
発

行
日
の
「
十
八
」
が
手
書
き
で
「
廿
一
」
ま
た
は
「
十
一
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
正
し

い
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
書
誌
情
報
は
原
則
と
し
て
奥
附
に
基
づ
く
が
、
著
者
と
書
名
は
標

題
紙
に
基
づ
く
。
著
者
は
奥
附
に
は
無
表
記
で
あ
り
、
編
者
は
標
題
紙
で
は
「
山
本
路
郎
」
に
な
っ

て
い
る
。
書
名
は
奥
附
で
は
『
槐
多
の
歌
へ
る
其
後
』
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

五
、
目
次
に
は
挿
絵
の
作
者
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
小
説
が
載
っ
て
い
る
雑
誌
の
口
絵
《
凄
惨
な

る
室
の
間
の
怪
異
》
の
作
者
は
小
杉
未
醒
な
の
で
、
小
杉
が
挿
絵
も
描
い
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
小
杉
未
醒
《
凄
惨
な
る
室
の
間
の
怪
異
》
（
『

武
侠
世

界
』
第
四
巻
第
五
号
［
註
四
の
文
献

］、

口
絵
［
頁
数
無
表
記

］）

参
照
。
な
お
、
目
次
で
は
、
口

絵
の
作
者
は
「
小
杉
画
伯

」
、

題
名
は
《
蛇
の
室
の
怪
異
》
に
な
っ
て
い
る
。 

     

http://www.sekineshoji.net/shiryo/meika/sakka/kaita/honsha/honsha.htm
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執
筆
者
・
発
行
者 

植
田
智
晴 

二
〇
一
三
年
九
月
一
五
日 

初
稿
発
行 

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
三
日 

第
二
稿
発
行 

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
七
日 

第
三
稿
発
行 
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こ
の

P
D

F

の
無
断
で
の
転
載
、
複
製
な
ど
は
禁
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


